地域密着型サービス運営推進会議記録（第2回）


	施設名
	グループホーム高砂

	施設種類
	認知症対応型共同生活介護

	開催日時
	令和７年７月15日

	会場
	1階　元気　リハビリ室　　10時30分～11時30分

	参加者
	利用者代表
	0人

	
	利用者家族代表
	0人

	
	地域住民代表
	1人

	
	有識者
	0人

	
	高齢者お世話センター
	1人

	
	市職員
	0人

	
	事業者
	１人



	報告事項
	１、施設状況について
男性３名、女性15名　計18名、平均介護度2.4　　
５月29日　　要介護2の女性が入所される。
現在、要介護４の女性が入院中であり、家族様希望で居室の確保をしている
が、状態次第では他施設になるかも・・と言われている。
入所の問い合わせもあり、見学希望の方には見学もしてもらっている。
２、入所者状況について
梅雨が短く、６月から気温の上昇がみられた。厚さに体が慣れていない時期
であり、入所者様には水分補給や空調の調整、適宜な休息など十分な配慮
をさせていただいている。また、体調に変化がないか、様子観察の強化を
図っている。
３、行事報告について
　５月24日　　　　お誕生会　
　６月22日午前　　地域の方が植えた千日紅の苗を見学
　　　　　　午後　　お誕生会　手作りおやつ（クレープ）
　７月７日　　　　　七夕飾り付け
　　　　（笹に七夕飾りや願い事を書いた短冊を入所者様に飾って頂いた）
４、職員研修報告
　５月の勉強会　「感染症と食中毒予防の対策」
　　　　研修　　ＢＣＰ感染症研修　→　訓練
　　　　　　　　
　　　　　　　　衛生的な手洗い
　６月の勉強会　「水分補給の重要性・熱中症について」
　　　　研修　　身体拘束等適正化委員会
５、事例報告
　　　不潔行為のある入所者様について　　80代女性　　要介護２
　令和４年冬に入居　　　シルバーカー歩行　　　紙パンツ・パッド使用
　入所当初より、紙パンツ・パッドの汚れた部分を破って共同トイレに捨てる
　行為や排泄していないのに何度も水を流し、トイレ内の洗面台でずっと手や
　顔を洗うがタオルで拭かず、床を水浸しにする行為がみられ、居室内にポー
　タブルトイレを置くこととなる。
　ポータブルトイレ内にも、破って捨てる行為はみられたが都度、対応してい
　た。排便時、ベッドの枕元に置いてあるトイレットペーパーを取る際、パン
　ツを上げず動く為、床に便が落ちることもあった。落ちた便は、職員が処理
　をすることが多かった。ここ最近は、落ちた便を自身の靴で踏んで床に擦り付け隠す行為が頻回である。パッドに便失禁すると、ご自身でパッドを外し
　その際にパッドからの便や肛門付近にある便が床に落ちてしまい、靴で踏ん
　で床に擦り付けてしまう。パッドを外さないよう、また、職員を呼ぶよう伝えるが、「はい。すみません。」と言うのみ。排便コントロールの為、便の薬
　を調整したが、便が出ないと共同トイレ内でご自身の指を使い摘便をしており（注意し、手指消毒する）便はダラダラ出た方がいいのでは？という結論
　になったが、直近で不潔行為が続き、靴が足りなくなる事態になった。
　（靴は事情を説明し、家族様に持って来て頂いた）
　
　　地域住民代表者様・高齢者お世話センター様より、このような事例は初め
　て聞くと言われる。再度、便の薬の調整をしてみては？との助言を頂く。
[bookmark: _GoBack]　朝のミーティング時に本氏のケアの仕方について話し合うこととなる。


	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	



